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点滋各議語2段会答長誌翠穏議話会忍淫長e;&i;忍三三点¥

小児マヒ生ワクチン5月上旬に投与

小児マヒ、生ワグチシの第二回目投与を

5月7日ごろからはじめる予定です。詳

細については5月1日号でお知せますの

水
主
町
、
荒
卒
、
水
計
二
ニ
誠
一

1
ト
、
住
宅
、
並
松
町
、
並
松

町
(
下
田
町
、
賞
瀬
町
、
大
入
一
町
、
並
松
住
宅
、
植
松
、
森
園

町
、
泉
町
、
大
和
町
、
寿
町
、
一
桜
馬
場
、
古
賀
島

駅
前
ア
パ
ー
ト
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
一
【
萱
瀬
中
学
校
】
黒
木

栄
町
(
田
卒
、

桜
ケ
丘
)
佐
古
一

小
学
校
黒
木
、
北
河
内
萱

須
田
ノ
木
)
片
町
(
稲
荷
町
、

一

町
安
佐
古
、
小
佐
古
)
本
町
一
瀬
小
学
校
茸
瀬
出
察
官

上

下

君

、

表

、

雲

町

、

京

一

四

丁

目

の

一

部

一

内

(

菜

、

北

何

事

除

く

)

町
、
八
坂
町
、
幸
町
、

新
町
、
一
【
西
大
村
中
学
校
】
西
村
一
【
郡
中
学
校
】
竹
松
小

琴
浜
町
)
本
町
(
一
、
ご
、

一ニ一

大

小

学

校

乾

馬
場
(
水
田
町
一
学
校
竹
松
出
張
所
管
内

四
丁
目
の
一
部
を
除
く
)
西
本
一

古
町
、
)
甑
訪
住
宅
、
池
田
郷
一
【
福
重
小
学
校
】
福
重
出

町
F

第
-
伊
勢
町
、
港
町
、
第
二
一
(
坂
口
)
神
田
住
宅
、
九
、
十
一
張
所
管
内

下
波
止
、
三
浜
町
、
四
浜
町
)
一
十
一
区
、
翻
勧
住
宅
一
、
三
松
原
小
学
校
松
宮
張
所

赤

霊

徳

泉
川
内
、
室
町
一
七
、

λ
区
、
東
、
中
、

下
甑
旦
管
内
(
伏
原
地
区
は
火
力
発
電
所

(

八

幡

町

、

旭

町

、

札

ノ

町

三

一

雄

ケ

原

一

一

一

入

口

路

讃

路

の

線

を

以

っ

て

鉄

好
町
、
春
日
町
)
箕
島
一
中
央
小
学
校
松
山
、
西
小
一

三
城
小
学
校
新
城
町
、
辻
一
路
、
昭
和
通
り
、
上
、
下
杭
出
一
週
線
ま
で
見
透
し
た
処
宣
つ

田
町
、
杭
出
津
住
宅
一
一
一
区
、
四
一
津
郷
、

古
町
住
宅
、
古
町
、
五
一
て
境
界
と
す
)

区
、
水
田
住
宅
一
区
、
二
区
、
区
、
六
区
、
古
町
県
、
市
営
ア
バ

市
立
学
校
の
通
学
区
き
ま
る

就
学
は
必
ず
居
住
地
区
の
学
校
に

市
教
育
委
員
会
で
は
本
年
四
月

一
目
か
ら
大
村
市
立
小
、
中
学
校

の
通
学
区
を
つ
ぎ
の
ど
お
り
定
め

ま
し
た
。

今
後
、
就
学
す
る
児
童

生
徒
の
保
護
者
は
転
居
等
に
よ
り

そ
の
通
学
区
域
に
変
更
を
生
じ
た

場
合
に
は
直
ち
に
大
村
市
教
育
委

員
会
に
届
け
出
て
転
校
の
手
続
き

を
と
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
特
別
の
事
情
が
あ
る

と
き
陪
、
そ
の
属
す
る
学
期
の
終

り
ま
で
に
転
秒
家
延
動
ず
る
乙
と

が
で
き
ま
す
。

〔
三
浦
中
学
校
〕

三

浦

小
学
校
三
浦
出
損
所
管
内

〔
鈴
田
中
学
校
〕
鈴
田

小
学
校
鈴
田
出
張
所
管
内

〔
大
村
中
学
校
〕
東
大

村
小
学
校
松
尾
、
早
岐
谷

横
山
頭
、
椎
池
、
新
井
手
、
長

岡
、
上
、
下
中
山
谷
、
鈴
田
開

拓
、
城
尾

大
村
小
学
校
東
浦
、

下
久

原
(
例
浦
小
路
、
前
船
樟
)
上

久
原
、
木
層
、
本
小
路
(
岩
舟

小
姓
小
路
)
上
小
路
(
草
場
、

(
市
教
委
)

5 

3 
吉

長

T 
a 

? 
R 

1 
5 

i 
~ 

言

fi 

4 

長

1. 

個

人

事
業
税

事
業
用
資
産
の

譲
渡
損
失
控
除
を
新
設

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
事

業
用
資
産
の
譲
渡
損
午
、控
除
が
留

め
ら
れ
る
と
と
に
な
り
、
さ
き
に

申
告
ぎ
れ
た
個
人
事
業
税
の
所
得

よ
り
控
除
さ
れ
る
と
と
に
な
り
ま

し
た
の
で
つ
ぎ
の
頂
自
に
ど
留
意

〈
だ
さ
い
。

ム
控
除
対
泉
資
産
(
非
事
業
用
の

賢
佳
は
除
/¥)

直
接
事
業
に
用
い
る
船
舶
、
車

両
、
運
搬
工
具
、
備
品
等

ム
控
除
対
象
に
な
あ
譲
渡
期
間

でご注意をお願いします。

昭
和
三
十
六
年
一
月
-
日
か
ら

十
二
月
三
十
一
日
ま
で
に
譲
渡

さ
れ
た
資
産
に
限
る
。

ム
申
告
期
限
昭
和
三
十
七
年
五
月

一
日
ま
で

な
お
、
お
わ
か
り
に
な
ら
な
い

と
と
は
諌
早
県
税
事
務
所
観
税

課
(
電
話
三
九
一
ニ
)
に
ど
連
絡

く

だ

さ

い

。

(
税
務
課
)

中
小
企
業
の

定
期
融
資
相
談

乙
の
た
び
、
つ
ぎ
の
と
お
り
中

小
企
業
金
融
公
庫
福
岡
支
庖
よ

り
担
当
者
が
長
崎
市
に
出
張
し

て
申
小
企
業
者
の
融
資
相
桜
を

実
施
す
る
乙
と
に
な
り
ま
し
た

中
小
企
業
者
の
か
た
で
般
償
責

市
内
で
初
の
ム

信号機の信号にしたがって子どもらの通りぞめ

完震京雲警理式さ長を古
主主警警雫整理ち雪害富松原野岳入口に
器禁交委百議室 gZ高山
E霊量室奈き矢 号語手完習事室樫
室否定択裏目需 z雲窓号室宮古露
史3ぎを妻奇受 話ぷ急戸害国章受
ま ヨてと全書代 れ童灯月掛で道口

;5585523A225坊主え
原の松た し 、通車号パて点赤さあ
小入原。た喜安に機イハ滅、んと
学口野 がび全松完三トを育が松
校で岳 つのを原成台がは、ス原
、入 て子祈小後が大じだイ町

憲章足 手老ぞ差e警告句史ぷ終
盤2五833皇3532鉱害
と重たびが部同を者松大そ整り色ぶ豆

長室お害警謀震芝草原需袋署2長示z
ぞ孟手祭量良雲量を雲童手芸Z等宅金
い時。でし金体画面な戸安まいを交三ち
まにときたなのがつ'1'全すま結通昭の
す点のるのど運はて i 協交し成魁和登
"'"0 滅 信 乙で蔚節l5交A会逼たむ露三下
さ 暑 と、二にめ通な松量。て班十校

22寝静えggzzd認

喜
び
の
学
童
ら
が
通
り
ぞ
め

判

冗

、
A

昭
和
三
十
七
一
あ
ら
れ
る
か
た
で
万
一
令
書
が
届

会

カ

年

度

固

定
資
産
一

い
て
お
ら
な
い
よ
う
な
ζ
と
が
あ

郡

た

税

並
び
に
国
民
一

定
、
直
ち
に
税
務
鯨
ま
た
は
出

闘

し

健

康

保
険
税
四
百
所
長
間
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

釘
ま
月
、
五
月
、
六
一
な
お
保
険
税
の
六
月
期
ま
で
に
つ

切

き

月

各

期

の

徴

税

一
い
て
は
、
前
年
度
(
三
十
六
年
度
)

市
W

平
閏
令
曹
を
四
月
十
一
の
保
険
税
額
に
よ
る
仮
決
定
税
額

匡

法

三

自

主

納

税

モ

す

が

、

本

年

度

は

医
償
費
の
培

と

引

載

務

室

長

一

嵩
な
ど
を
勘
案
し
て
、
約
十
七
パ

脳間ト

.
3
1
送
、
た
し
ま
し
一
、
1
セ
ン
ト
程
度
増
の
仮
決
定
を
い

闘

令

;μ

一

章
生

E
E
」
が
、
お
受
付
一
た
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く

忽
司
品
刈
取
り
に
な
り
ま
一
だ
さ
い
。
七
月
期
以
降
に
お
い
て

』

E
4
9
し
た
で
し
ょ
う
一
確
定
調
整
い
た
し
ま
す
。

聞

の

か

納

税

警

の

一

(

税

務

課
)

市
税
を
早
自
に
納
め
る
と

前
納
報
奨
金
が
も
ら
え
ま
す

固
定
資
産
税
が
年
額

四
千
円
の
場
合
の
計
算
例

報奨金
納付
年月日

1， 000円 4月30日

1，000 1/ 2カ月刊円

1.300 1/ 4ヵ月刊円

1，000 1/ 8カ月刊円

4，000 140円

前車内月税額車内期

同

月

四

月

4

同

月

同

月

4

6

8

2

 

金
お
よ
び
唇
期
運
転
資
金
の
融

資
を
受
け
た
い
か
た
は
相
堂
二
回
以
上
に
わ
り
て
納
め
る
豆
納
税
し
た
も
の
に
対
し
て
交
付
す
ト

受
げ
ら
れ
る
よ
う
お
知
ら
せ
し
一
税
で
、
ま
だ
納
期
の
と
な
い
分
を
一
る
も
の
で
す
か
ら
、
税
金
か
ら
は
一

ま
す
。
一
前
納
す
る
と
、
す
ぐ
そ
の
場
で
報
一
差
引
か
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
滞
納
し
一

ム
期
日

一
賓
館
一
ニ
火
曜
日
の
一
償
金
が
も
ら
え
ま
す
。
(
印
鑑
を
一
た
税
金
が
あ
る
と
報
償
金
は
あ
り
一

午
後
霊
祭
閣
日
の
午
前
中
一ど
持
参
く
だ
さ
い
。
)

一ま

せ

ん

。

(

税

務

課

二

ム
場
所
十
八
銀
行
本
庖
(
長
一
報
償
金
は
前
納
額
の
百
分
の
一
一

1
5
h
t
f
l
i

崎
市
築
町
一

O
七
ノ
一
番
地
)
一
に
納
期
前
の
月
数
を
掛
げ
て

E

t

-

-

1

1

1

(

商

工

水

産

課

二

(

到

来

し

た

納

控

除

か

れ

ま

す

)

一

電

気

釜

な

ど

無

料

で

貸

付

し
ま
ず
か
ら
.
前
納
付
館
一
期
分
一
最
近
の
電
気
器
具
の
普
及
は
、
め
蚕
震
で
受
付
げ
ま
す
。

と
同
時
に
な
さ
る
の
が
も
っ
と
も
芸
品
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
一
貸
付
簡
は
ニ
週
間
で
、
貸
付
料

お
得
で
す
。
た
だ
し
、
報
償
金
は
一
そ
乙
で
九
電
で
は
市
民
の
み
な
一
は
無
料
で
す
。

さ
ん
が
家
庭
電
化
さ
れ
る
場
合
の
一
な
お
、
団
体
利
用
も
受
付
け
ま
す

手
助
り
に
、
ま
た
電
気
知
識
の
習
一
【
貸
付
用
電
気
器
具
】
電
気
釜
、

得
に
利
用
さ
れ
る
よ
う
、
つ
ぎ
の
一
電
気
ポ
ッ
ト
、
電
気
ヤ
カ
ン
、
赤

よ
う
な
貸
付
用
電
気
器
具
を
備
付
一
外
線
ラ
ン
プ
、
電
気
掃
除
機
、
居
間

貯
ま
し
た
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
一
気
洗
濯
機

貸

戸
υの
申
込
み
は
九
電
大
村
一
(
九
電
大
村
営
業
所
)

本
年
三
月
三
日
付
で
炭
鉱
離
金
が
支
給
さ
れ
る
乙
と
に
な
り
了
後
に
お
い
て
も
引
き
つ
づ
き
川

門
職
者
臨
時
措
置
法
の
一
部
が
改
ま
し
た
。
相
当
期
間
雇
用
す
る
乙
と
が
確
山

川
正
さ
れ
、
窟
用
促
進
事
業
団
の
付
公
共
職
業
安
定
所
の
紹
介
じ
実
と
認
め
ら
れ
る
者

…
れ
れ
れ
持
雇
用
奨
励
金
を
支
給
翌
日
間
一

…

し

く

加

わ

り

ま

炭

鉱

離

職

者

を

雇

用

す

る

事

業

主

に

上

、

女

子

一
万
一

J

し
た
が
、

そ
の

四

千

円

以

上

で

一
申
の
一
つ
と
し
て
、
炭
鉱
離
職
よ
り
、
昭
和
三
十
七
年
一
月
一
あ
る
こ
と
帥
支
給
額
は
月
額
の

山

一
者
室
居
間
ず
る
事
業
主
に
対
し
日
以
降
常
用
労
働
者
と
し
て
謹

四
分
の

一回
支
給
期
聞
は
雇
用
一

ー
し
た
後
の
最
初
の
償
金
締
切
日
川

一
て
は
、

つ
ぎ
の
基
慣
に
よ
り
麗
入
れ
る
事
業
主

m
翌
H
か
ら
起
算
し
て
十
ニ
カ
叫

川
用
促
進
事
業
団
か
ら
雇
用
奨
励
的
雇
用
奨
励
金
の
支
給
制
問
満
月
概
略
は
以
上
で
す
。

期別

1期

2期

3期

4期

計

公
売
お
知
ら
せ

引
日
・
田
畑

・
家
屋

電
話
加
入
権
な
ど

市
税
滞
納
に
よ
り
、
差
押
え

た
財
産
を
つ
ぎ
の
と
お
り
、
公

売
に
付
し
ま
ず
か
ら
、
買
受
希

望
者
は
当
日
定
刻
ま
で
に
、
印

鑑
持
参
の
う
え
と
宰
集
く
だ
さ

ム
日
時
四
月
二
十
七
日
午
前

十
時
ム
公
亮
場
所
市
役
所
税
務
課

ム
公
売
万
法
一
般
競
争
入
札

ム
公
売
保
阻
金
見
積
価
格
の

百
分
の
十

ム
代
金
納
付
期
限
五
月
四
日

午
前
十
一
時

ム
愚
地
の
公
売
に
つ
い
て
怯
、

県
知
事
の
発
す
る
、
適
格
証
明

書
を
有
す
る
も
の
に
限
り
ス
札

場
許
可
す
る
。

公
売
物
件

①
五
の
郷
赤
道
三
十
五
番
の

一

畑
六
畝
二
十
一
歩
内
一
ニ
ー
歩
畦

畔

②
池
田
郷
柿
木
原
七
十
八
番

畑
五
畝
二
十
一
一
一歩

同
郷
七
十

九
番
畑
ニ
反
一
畝
九
歩

同

郷
八
十
四
番
畑
三
畝
十
九
歩

⑨
並
叫
郷
槻
畑
百
八
番
百
九
客

合
併
第
四
畑
九
畝
十
歩

④
額
訪
郷
藤
の
川
六
百
七
十
七

番
の
部-一

回
二
畝
二
十
四
歩

列
三
歩
駐
畔
同
郷
六
百
七
十

七
番
の
第
一
回
二
畝
二
十
九

歩
列
三
歩
畦
畔

⑤
並
松
郷
百
本
松
八
百
三
十
番

畑
六
畝
十
五
歩

⑦
玖
島
郷
本
小
路
五
十
八
番
の

十
一
宅
地
六
十
六
坪

⑥
同
郷
五
十
八
番
の
十

宅
地

六
十
九
坪
一
合
五
勺

①
池
田
郷
横
道
三
百
八
十
四
番

の
ニ
畑
凶
畝
十
八
歩

⑮
玖
島
郷
北
半
七
百
四
十
七
番

畑
七
畝
十
二
歩
列
ニ
歩
畦
附

⑪
溝
陸
郷
六
郎
平
九
百
三
十
四

番
目
三
畝
二
十
六
歩

⑫拭
甲
小
川
郷
千
七
百
四
十
四
番

掠
屋
番
号
同
郷
九
十
四
番
の
三

木
造
草
葺
卒
家
建
居
宅
建
坪

十
六
坪
九
合

⑬
電
話
加
入
橋
大
村
局
八
千

二
百
一
一
十
五
番

⑪
電
話
加
入
権
大
村
周
一
一
千

五
百
九
十
二
番

⑬
電
話
加
入
権
大
村
局
二
千

百
四
番

⑬
一間
話
加
入
楢
大
村
局
二
千

百
五
番

⑪
一
電
話
加
入

権

大
村
局
八
千

六
百
十
番
(
税
務
課
)



(二)

一に
特
別
清
掃
地
域
者
指
定
す
る
と

一
と
に
な
っ
て
お
り
、
大
村
市
で
は

一
下
図
の
と
お
り
で
す
。
】

一
河
川
に
ゴ
ミ
を

一
捨
て
な
い
よ
う
に

四
月
二
十
二
日
は
清
掃
法
話
一
と
と
は
本
紙
問
号
で
お
知
ら
せ
し
石
ゴ
ミ
箱
に
集
委
ふ
た
を
一
現
在
ゴ
ミ
毒
事
用
語

定
さ
れ
て
か
ら
九
年
呂
場
迎
え
ま
一
た
と
お
り
で
す
。
清
掃
法
に
は
つ
一
す
る
こ
と
。
一
て
て
い
る
の
を
見
受
け
ま
す
が
、

す
。
乙
の
日
は
「
清
掃
デ
1

」
と

一ぎ
の
事
柄
が
定
め
ら
れ
て
お
り
ま
一
例
特
別
清
掃
地
域
内
の
土
地
、
一
乙
れ
ら
は
伝
染
病
発
生
の
原
因
に

呼
ば
れ
、
全
国
的
に
こ
の
日
を
申
一
す
か
ら
、
乙
れ
ら
の
乙
と
を
よ
く
一
ま
た
は
建
物
の
占
有
者
は
便
所
お
一
も
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
市
の
ゴ

心
に
四
月
十
九
日
か
ら
二
十
五
日
一
守
っ
て
、
き
れ
い
な
環
境
を
つ
く
一
よ
び
ゴ
ミ
箱
等
の
周
囲
を
常
に
掃
一
ミ
搬
出
車
に
よ
る
処
分
巷
行
な
う

ま
で
大
掃
除
と
か
消
毒
が
行
な
わ
一
り
、
赤
痢
な
ど
の
伝
民
病
を
出
さ
一
除
し
、
清
毒
薬
老
散
布
す
る
等
に
一
か
、
以
上
お
知
ら
せ
し
た
事
柄
老

れ
ま
す
。
大
村
市
で
も
、
春
の
大
一
な
い
、
住
み
よ
い
ま
ち
に
し
て
い
一
よ
り
清
潔
を
保
つ
よ
う
努
め
な
げ
一
守
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し

掃
除
衛
笠
害
虫
駆
除
ぞ
実
施
す
る
一
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
一
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
一
ま
す
。
な
お
、
河
川
等
に
捨
て
る

一
ω
埋
立
場
や
腕
却
場
な
ど
の
施
一
ど
罰
則
を
受
け
る
と
と
も
あ
り
ま

住

民

が

守

っ

て

い

た

さ

か

一

一

一
般
に
よ
ら
な
い
で
処
分
す
る
場
合
一
す
か
ら
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

事

柄

言

語

の

残

り

や

廃

物

そ

の

他

燃

一

市

で

は

常

時

、

選

な

ど

環

境

;
j

一
え
な
い
ゴ
ミ
は
、
お
の
お
の
別
の
一
衛
生
の
巡
回
指
導
を
行
な
っ
て

ω
埋
立
場
お
よ
び
焼
却
場
は
完
石
埋
立
場
お
よ
び
焼
却
場
が
な
一
容
器
に
集
め
、
市
が
行
な
う
収
集
一
い
ま
す
が
、
埋
立
場
や
焼
却
場

全
に
霊
化
し
、
環
境
衛
生
上
支
一
い
と
と
ろ
は
、
み
だ
り
に
ゴ
ミ
を
一
お
よ
び
処
分
に
協
力
し
て
い
た
だ
一
な
ど
個
人
差
は
替
で
設
置

障
を
ま
る
お
そ
れ
の
少
な
い
場
一
捨
て
た
り
燃
や
し
た
り
し
な
い
で
一
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
一
さ
れ
る
場
合
は
、
よ
く
相
談
し

所
を
選
ぶ
乙
と
。
と
の
よ
う
な
施
一
ゴ
ミ
箱
巻
設
け
て
、
甫
の
搬
出
車
一
【
特
別
清
掃
地
域
と
は
、
お
お
む
一
て
、
完
全
な
処
理
が
で
き
る
よ

設
を
す
る
場
合
は
事
前
に
市
保
険
一
で
と
っ
て
も
ら
う
よ
弓
に
す
る
乙
一
ね
住
家
の
多
い
地
域
で
県
知
事
が
一
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

衛

生

課

へ

と

ど

げ

る

乙

と

。

一

と

。

一

指

定

し

た

と

と

ろ

で

す

。

清

掃

法
一

(

保

険

衛

生

課

)

燃
え
な
い
も
の
は
別
の
容
器
に

ゴ
i
の
自
己
処
分
は
事
前
に
届
出
る

(矛316号)りよ大村市政だ

盛
大
に
開
か
れ
た

初
の
公
民
舘
卓
球
大
会

加
。
大
村
市
警
委
一
町
六
区
、
西
部
、
前
船
棒
、
赤
佐

参
お
員
会
、
大
村
市
公
民
言
、
雲
、
古
町
、
向
木
場

が
お
舘
連
絡
協
議
会
共
催
一
【
成
績
】

P
A
G
並
び
に
長
崎
新
聞
後
一

サ
一
一
援
の
第
一
回
市
内
公
一
石
書
公
民
館
、
二
位
古
町
六

'
一
一
一
言
対
抗
卓
球
大
会
誌
貧
館
、
三
位
一
ニ
浦
西
部
公
民

か
‘
之
が
三
月
=
十
五
日
午
一
書

-
Z
前
九
時
か
ら
中
央
公
一
個
人
入
賞

民
舘
で
十
三
の
公
民
館
チ
l
ム
が
一
男
子
一
位
高
戸
保

(古
町
六

参
加
し
て
盛
大
に
開
か
れ
ま
し
た
一
区
)
二
位
管
原
重

(西
師
)

!
と
の
大
会
は
各
公
民
舘
の
親
睦
一
女
子

一
隻
爪
美
代
子

(古
町
六

回
を
は
か
る
た
め
開
か
れ
た
、
は
じ
一
区
)
一
一
位
尾
崎
白
書
)

咽
一
四
一
め
て
の
催
し
で
、
と
の
日
は
選
手
一

(中
央
貧

舘
)

n
E百
四
名
の
ほ
か
各
応
援
団
の
人
た
一

月
堕
ち
で
広
い
会
場
も
う
ず
ま
っ
て
し
一
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の

自

国

ま

う

な

か

で

、

し

合

ん

な

里

親

善

試

合

も

日
号
ぎ
か
ん
な
応
援
が
く
り
ひ
ろ
げ
一
菜
、
四
月
七
日
補
助
グ
ラ
ン

私
財
一
ら
れ
ま
し
た
。
当
日
の
彦
加
チ
l
一
ド
で
市
内
は
じ
め
て
、
前
丹
洋
公

E
f山
一
ム
と
成
績
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
一
民
舘
と
同
木
場
公
民
館
の
親
善
ソ

刷

一

【

事

加

チ

ー

ム

】

一

和

一

一

フ

ト

ボ

1
ル
鼠
合
が
行
な
わ
れ
ま

姐
植
松
公
民
舘
、
坂
口
、
沖
田
、
向
一
し
た
。

陽
、
水
田
ニ
区
、
水
田
一
区
、
古

(毎月1日.10日.20日発行〉

奨

学

生

を

募

集

一

で

、

高

等

学

校

に

在

意

の

者

市
で
は
つ
ぎ
の
と
お
り
奨
学
一
⑦
品
行
方
正
、
学
業
成
績
一
軍
舟

生
存
募
集
レ
て
い
ま
す
。
一
で
身
体
強
健
な
者

ム

資

格

一

③
経
済
的
理
由
に
よ
り
学
資
の

①
大
村
市
民
ま
た
は
そ
の
子
女

f

?
弁
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
者

占骨

特別清1字?生成略図

断11耕地携え阻皿

入国志収長~t
主与え旬右こ敵d胡椛E弘

前it:押臥

会だ教ム&

量京裏豆一
広告買語
い曹申三月
( まはし十一
市す教込自平

撃ニ喜持向
日 2 りの
、日で実陸
21 、す蝉上
日 7 射自
l 目白撃衛

官占育長考
(2j R器号藍
庶日 14~ぎす

警告3gzz

5
月
の
実
弾
射
撃

(庶
務
課
)

青
年
海
外
派
遣

候
補
者
を
募
集

中
央
背
少
年
問
題
協
麟
会
で

は
青
年
海
外
派
遣
候
補
者
を
募

集
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
希
望

者
は
、
つ
ぎ
の
書
類
を
酷
備
し

て
、
四
月
二
十
七
日
ま
で
に
福

祉
事
務
所
ま
た
は
市
教
寮
社
会

教
育
課
ヘ
期
日
厳
守
の
う
え
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

一

の
青
年
と
直
接
交
歓
を
行
な
い
、

①
履
歴
書
四
通
、
規
定
あ
円
以
一
国
際
親
善
を
は
か
る
も
の
で
、
派

②
健
康
診
断
書
.
身
体
検
査
一
遺
地
域
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
減
、

書
二
通
、
公
立
病
院
に
限
る
。
一
ア
メ
リ
カ
地
域
、
東
南
ア
ジ
ア
地

⑤
一
戸
籍
抄
本
、
=
通
④
作
文
一
域
、
中
南
米
地
域
と
な
っ
て
い
ま

(
四
百
字
詰
二
枚
)
一
す
。
派
遣
費
は
全
額
国
費
負
担
で

青
犀
海
外
派
遣
の
希
望
の
理
由
一
ず
。

⑤

写

真

三

葉

一

く

わ

し

い

乙

と

は

福

祉

事

務

所

乙
の
梅
外
派
遣
は
、
訪
問
国
の
一
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い

産
業
、
経
済
、
文
化
等
の
実
情
を
一
(
福
祉
事
務
所
)

視
察
研
究
す
る
と
と
も
に
、
各
国
一

青
年
学
級
受
講
者
を
募
集

ム
テ
キ
ス
ト
代
}
一
世
旦
}
十

円
中
一
部
巻
補
助
す
る
。

ム
講
師
研
究
会
を
開
く
場
合

は
適
宜
講
師
を
依
頼
す
る
。

ム
対
象
自
動
車
講
座
に
同
じ

ム
人
員
五
十
名

な
お
、
商
業
、
料
理
、
漁
業

等
の
講
座
に
つ
い
て
も
計
画

中
で
あ
り
ま
ず
か
ら
後
日
募

集
い
た
し
ま
す
。

(
教
委
社
会
教
育
課
)

百
日
咳
、
ジ
フ
テ
リ

ア
の
予
防
接
種

百
日
咳
、
ジ
フ
テ
リ
ア
の
予

防
接
種
を
つ
ぎ
の
と
お
り
行
な

っ
て
い
ま
す
。
骸
当
児
は
必
ず
一

接
檀
し
て
く
だ
さ
い
。
一
九
電
大
村
営
業
所
で
は
、
作
業

く
わ
し
い
て
と
は
四
月
十
日
号
一
停
電
の
際
は
、
あ
ら
か
じ
め
新
聞

の
本
紙
を
見
て
く
だ
さ
い
。
一
市
政
だ
よ
り
、
障
話
な
ど
で
お
知

第
一
回
接
種
目
一
ら
せ
し
て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に

4
月

幻

日

三

浦
診
療
所
一

N
H
K
ラ
ジ
オ
の
朝
七
時
五
十

h
q

市
保
険
衛
生
課
一
分
か
ら
の
県
民
の
時
間
で
停
電
の

4
月
M
日
鈴
田
出
藍
附
一
お
知
ら
せ
を
い
た
し
ま
す
の
で
ご

。
申
央
公
民
舘
一
と
留
意
く
だ
さ
い
。

4
月
お
日
市
立
病
院
一
ま
た
、
毎
週
月
晦
日
N
B
C
テ

。

竹

松

出

張
所

一一

ピ
の
午
後
十
時
五
十
分
J
十一

4
月
初
日

池
田
敬
老
院

一一時
五
分
ま
で
梅
列
ニ
ュ
ー
ス
を
同

萱
瀬
出
醇
所

一

4
月

幻

自

福

重
出
堕
所
一
社
で
提
供
し
、

電
気
事
故
防
止
等

松
原
公
民
館

一に
つ
い
て
、

P
R
を
い
た
し
て

(松
原
出
翠
町
を
変
更
)
一お
り
ま
す
の
で
、
ど
視
聴
く
だ
さ

4
月
初
日

東
大
村
小
学
校
一
い
。

切
手
愛
好
会
の
総
会

大
村
市
切
手
受
好
会
で
は
、

郵
便
切
手
の
取
組
問
、
研
究
を
行

な
っ
て
い
ま
す
が
、
四
月
二
十

八
日
午
後
二
時
か
ら
大
村
郵
便

局
二
階
会
議
室
で
総
会
を
開
き

ま
す
。
な
お
、
開
会
で
は
切
手

に
趣
味
を
お
も
ち
の
か
た
で
、

取
集
、
研
究
を
し
た
い
か
た
の

入
会
審
望
ん
で
い
ま
す
の
で
、

希
望
の
か
た
は
当
日
出
席
し
て

く
だ
さ
い
。
(
市
教
委
社
会
教
育
課
)

停
電
の
お
知
ら
せ

講
座
は
自
動
車
、
謄
写
、
農
業

市
教
育
員
委
会
で
は
、
働
き
一
後
六
時
か
ら
八
時
ま
で

が
ら
学
ひ
た
い
と
い
う
人
々
の
一
ム
会
煽
中
央
公
民
館

た
め
に
、

青
年
学
級
者
開
き
つ
一
ム
内
容
謄
写
版
文
字
の
製

ぎ
の
三
つ
の
鵠
座
を
実
施
す
る
一
版
、
つ
ぶ
し
文
字
、
カ
ッ
ト

乙
と
に
な
り
ま
し
た
。
受
贈
会
一
の
製
版
、
印
刷
法
、
多
色
刷

希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
四
月
中
一
ム
講
師
コ
ロ
ニ
ー
プ
リ
ン

に
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
際
一
ト
社
技
術
員

(
電
話
二
四
五
七
)
ヘ
申
し
込
一
ム
定
員
三
十
名

ん
で
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
定
一

A
対

象

自
動
車
講
座
に
同

員
に
達
す
れ
ば
、
期
限
内

で

も

一

じ

締
切
り
ま
す
c

一
ム
受
講
費

(テ
キ
ス
ト
代
を
一

自
動
車
運
転
講
座

一

若
干
負
担
す
る
乙
占
か
あ
り
一

ム
講
座
内
容
、
普
通
車
運
転
免
一
ま
す
)

一

許
取
得
を
目
標
に
、
機
構
、
法
一
農
業
講
座

一

規
、
運
転
の
基
礎
的
な
知
識
、
一
ム
期
間
五
月
申
旬
か
ら
三
月
一

技
術
に
つ
い
て
鵠
蔵
、
実
習
を
一

ま
で

一

ー

行
な
う
。

一

ム
内
容
及
び
万
法

ラ
ジ
オ
農
一
一

t

一
回
目
の
追
肥
の
時
期
で
す
。

…

ム
期
目
、
時
間
五
月
上
旬
か
一

業
学
校
テ
キ
ス
ト
を
使
用
し
一
一

一
農

事

メ

定

植

の

も

の

は

一

本

当

り

、

硫

…

ら
十
月
末
ま
で
毎
週
一
回
、
午
一

て

、
各
自
家
庭
に
お
い
て
ラ
一
一

f
i
l
l

妻

、

五
O
I
六
0
グ
ラ
ム
程

…

後
六
時
か
ら
八
時
ま
で

一

芸

者
聴
取
し
、

毎
月
一
旦

…
【

み

か

ん

】

度

散

布

し

て

や

り

ま

し

ょ

う

。

…

ム
会
場
講
義
H
中
央
公
民
舘
一
全
員
ま
た
は
地
区
別
グ
ル
!
一

一

い
よ
い
よ
、

新
植
の
一
年
生
成
木
で
、
ジ

ュ
シ
病
が
発
生
し
一

実
習
H
補
助
グ
ラ
ウ
ド

一

ブ
で
集
ま
り
研
究
会
を
開
く
一

、
苗
も
春
芽
が
伸
び
出
し
ま
す
。
て
い
る
園
(
樹
)
、
ま
た
、
幹

一

ム
講
師
種
目
自
動
車
整
備
工
一
ム
テ
キ
ス
ト

果
樹
昔
産
編、

三

立
派
な
樹
巻
作
る
た
め
に
は
の
太
い
部
分
に
直
射
日
光
が
強
…

場
長
ほ
か

一
農
業
一

般
編
ム
放
送
時
間

一
一
主
枝
の
候
補
を
き
め
て
芽
O
き
く
当
る
樹
に
は
、
石
灰
乳
品
塗

一

ム

定

員

三

十

名

一

N
H
K
第
二
放
送

(月
l
一
一
泰
し
ま
し
ょ
う
。

芽
O
き
は
春

っ
て
、
ジ
ュ

シ
病
を
予
防
し
ま
一

ム
対
象
市
内
在
住
の
二
十
五
一
土
)
午
前
六
時
四
十
分
よ
り
一
一
芽
が
一
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
に
伸
び
し
よ
う
。
五
月
に
な
れ
ば
、
ソ

…

才
以
下
の
勤
労
青
年
(
男
女
を
一
十
五
分
間

一
一
る
ま
で
の
聞
に
、
四

t
五
本
の
ウ
カ
病
、
コ
ク
テ
ン
病
、
ヵ
イ
一

間

わ

ず

)

一

f
s
fミ
k
g
一
一
主
枝
の
候
補
選
し
て
き
な
ヨ
ウ
病
、
ア
ゲ
ハ
の
幼
虫
、
ア

、

ム
受
講
費

(テ
キ
ス
ト
代
、
実
一
犬
の
登
録
と
注
射
一

一
ぃ
、
上
か
ら
見
て
三
方
向
へ
等
プ
ラ
ム
シ
、
ダ
ニ
、
ハ
ナ
ム
グ

習
費
の
一
部
を
負
担
す
る
乙
と
一
犬
の
登
録
と
注
射
を
四
月
二
十
一

一
分
に
脚
レ
ま
す
。
初
心
者
の
場
リ
の
防
除
の
た
め
の
薬
剤
散
布

が
あ
り
ま
す
)
一
三
日
か
ら
市
内
全
滅
で
実
施
し
ま
一
一
合
は
、
苗
の
春
枝
の
部
分
か
ら
を
し
な
付
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

謄
写
版
技
術
講
座
一
す
(
日
割
は
本
紙
前
号
に
掲
載
)
士
出
る
芽
を
で
t
ニ
本
に
か
ぐ
だ
は
や
め
に
そ
の
計
画
を
た
て
て

ム
期
目
、
時
間
五
月
中
旬
か
一
飼
育
者
は
も
れ
な
く
受
け
ら
れ
る
ご

げ
で
も
よ
い
も
の
で
す
。
今
年
お
き
ま
し
ょ
う
。

ら
七
月
ま
で
干
迫
}
回
、
午
一
ょ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
一組
付
の
]
年
生
苗
法
、
下
旬
が
(
県
農
業
改
良
普
及
所
)

モ

は
ラ
ジ
オ
で
も

“日
H
H
V
A明
白
F
h
H
H
V曲
E
v
h
H
"
V品
Z
T
H
H
Hい
告
白
明
れ
H
H引

約
藤
ま
つ
り
と
春
の
運
動
会

開

大
村
部
隊
・
隊
内
を
開
放

熱
一

陸
よ
自
衛
隊
大
村
駐
と
ん
部
隊
術
マ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
マ
剣
道
霞

仰
す
」
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
の
予
定
で
道
マ
野
球
マ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
|

浩
一
「
藤
ま
つ
り
」
と
あ
わ
せ
て
「
春
ル
マ
そ
の
他
の
競
技
マ
官
楽
演

れ
一
季
運
動
会
」
を
開
倒
し
、
隊
内
を

奏

お
ご
般
に
開
放
し
ま
す
の
で
、
市
民

の
皆
様
の
お
出
か
り
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

ム
期
日
四
月
二
十
九
日
午

前
九
時
三
十
分
か
ら
午
後
四
時

ま
で
ム
行
事

マ
写
真
展
マ
武
器
展
示
マ
レ
ン

ジ
ャ
l
(忍
術
観
隊
)
の
実
演

マ
有
田
腕
そ
の
他
の
展
示
即
売

会
マ
相
撲
マ
部
列
者
と
の
銃
剣


